
 

 

 

相手と周りの人がいたから 

                                     副校長 太田 誠 

 

学校に、児童の元気な声が帰ってきました。夏休みにがんばったこと、楽しんだこと、学んだこと

をたくさん伝えてくれました。どの子供たちも、友達に会って明るい顔で話している姿に嬉しい気

持ちになりました。 

さて、８５日という一番長い学期が始まりました。今学期は、日光移動教室、道徳授業地区公開講

座、町小学校音楽会、瑞穂町校内研究発表、持久走大会等、様々な行事があります。児童は、学習や

行事を通して、大きく成長していきます。どうか今学期も子供たちを温かく見守っていただき、ご理

解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

この夏休み、感動のパリオリンピックがありました。卓球女子シ

ングルスに出場した早田選手の３位決定戦。勝てば銅メダル。激闘

の末ゲームカウント４－２で韓国の選手を破り、勝利の瞬間、早田

選手はその場にしゃがみ込んで涙。敗れた韓国選手は、早田選手に

歩み寄るとハグで祝福。笑顔で言葉を交わし、爽やかなスポーツマ

ンシップを見せていました。韓国選手は、「早田選手を長い間見て

きた。本当に一生懸命頑張って、真剣に試合をした。そんな部分を

認めてあげたかった。私ももっと心が強い選手になりたいという一

心で抱きしめて、祝福のあいさつをした」と話していました。４年

間がんばってきて悔しい気持ちがある中で、自然とそのような行動をとり、共にがんばったことを

たたえ合い、気持ちを整理し、自分もより強くなりたいと前を向く姿勢に感動し素晴らしいことだ

と思いました。 

 また、卓球女子団体戦決勝では中国と対戦。日本は、中国に敗れ銀メダルに終わりました。表彰

式では、リザーブとしてチームに帯同していた木原選手も姿をみせていました。団体戦のメダルに

ついては、３つしかなくリザーブ分はないはずでした。しかし、木原選手の首にはメダルが輝いて

いました。実は、早田選手が木原選手のために、自身がシングルスで獲得した銅メダルを用意。し

かも自分は銅メダルをつけ、木原選手には銀メダルをかけてあげていました。これは、３年前の東

京五輪で、早田選手は４番手のリザーブとして、石川選手、伊藤選手、平野選手の３人を支え、縁

の下の力持ちであるリザーブの気持ちが分かるからこその気遣いだったそうです。早田選手の一緒

にがんばってきた相手への思いやりがメダル以上に光っていた瞬間でした。 

私はこの出来事から、相手がいるからこそ成長できるし、強くなれる。相手がいるからこそ、思

いやりをもち、優しい人になれる。そんなシーンがたくさん見られたオリンピックだったように思

います。本校でも、相手を大切にし、相手を思いやり、優しい姿がたくさん見られる学期にしてい

きたいと考えます。 

 二学期も、温かいご理解とご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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